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串本町の人口と世帯数
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・女性…… 11,138人 •世帯数…… 9,420 世帯

（平成17年10月1日現在）



【旧串本町］

坂出総浴―月69は2.:lo7h門。合併に伴い、国民健原

保険 lf繁会計や仕宅脊金貸i.J，lf菜会計のぶj・籾

ii'iのため繰出金か、 1百報1じJi菜 （屯算シ入テム

統合等）により物件菩等が増加してお り、普通

建設 Ji菜菩も 串木小学校プール改築Ji菜等によ

i)増加 しています。

◆対前年度伸び率

人件費 △ 4 2% 
物件費 22 3% 
維持補修費 △ 19 8% 
扶助費 △ 3 5% 
補助費等 △ 2 5% 
公債費 30 2% 
積立金 27 8% 
投資及び出資金 26 0% 
繰出金 44 l% 
普通建設事業費 17 6% 
災害凌IEl費 12 7% 

合 計 12 0% 

2,184ガ円(0.5%)

栢古企

6.878h円(l.7%） | 
扶助

l 

災再復IH費

L1 

維持補

9,748 

佑古企

3倍77hP 

扶助

2i窓

人件費

141意2,650h円(20.6%)

酋辿建設事染費

8億9.952カ円(lふ0%)

【旧古座町】

成出総額41)｛怠620/J門3 合併に伴う旧出本町への負担金1屯

且システム統合等）や、こみ処埋俎設に1系る＝．町衛生I，也
設 lf務紅l合への負担金は増加 していますが、普通建設'Ji

菜菩では福祉セン ター俎認li文か終了 したため人さ く減

少していますc

◆対前年度伸び率

人件費 △ 34% 
物件費 △ 97% 
維持補修費 97% 
扶助費 3 9% 
補助費等 17 8% 
公債費 14 6% 
積立金 △ 0 9% 
投資及び出資金 0 0% 
繰出金 326 5% 
酋通建設事業費 △ 37 3% 
災害復IE3費 △100 0% 

合 計 16 6% 

1 では…収支は？ I 

以上のことから、‘|’成 16年1文一般会計については、旧串木町は弄引1億2、713万円の関字、旧古座

町も弟引1偲6.337万円の開字とな りました。しかし、財政調整基令からの繰入令を除いた実質単年

殷収支では、 IR串木町は 2偲9,996万円の赤字、旧占座lII]も什宅脊令等貸付事染会計へ 7偲7,000万

円の繰り出しを行ったため、6偲5.009万円の赤字になっています。

③‘ 広報くしもと 11

【旧串本町】い総郷 (lf怠5,117(I加 l↓合併に1平う旧古沖町負担金や財政品1益庄金の繰入金、
サ／ゴ台中央線新設'li深等の補助'J;染によ る国地文出金や町信により成入1よ
増加していますが、町悦・地方交1.J税については、年如成少していますe

県文II＇,金

2iも3.086h円(3.3%)

岡囲女II＇,金

41窓3,401h円(6.2%)

その他

21窓9,838h円(4.3%)

【旧古座町】 iJ.入総額4]は6,957h門シ改良仕遠て替え li菜や緑の屁用'li菜な との補助Ji菜
の減少によ り、国¥文出金や県文出金が減少していますが、 1地 1月発公社からの

貸1.J金収入は増加しています↓町悦・地方父1.J悦については、年々咸少しています

その他

li如06カ円(2.4%)

県女／l',金

8,153り円(2.0%)

町伍

3t窓3,540h円(8.0%)

地｝j交付税

14倍9,651h円(35.9%)

【対前年度伸び率：旧串本町】

町 税

lliも4,956カ円(16.3%)

繰入企

91も4.042/J円(13.3%)

繰越金

11応3,32lh円(l.9%) 

使用剌及び手吹利

liも 348/J円(1.5%)

その他

2低2,422カ円(3.1%)

町 税

3倍3,411/J円(8.0%)

繰入金

9%) 

0.0%) 

その他

41窓9,331h円(11.9%)

自
町税 △ 3 8% 

土
繰入金 150 4% 

財
繰越金 △ 38 0% 
使用料及び手数料 △ 25 6% 

源
その他 775% 

依
地方交付税 △ 24% 

存
町 債 33 4% 

財
県支出金 △ 46 2% 
国庫支出金 62 4% 

源
その他 9 9% 
合計 ll 6% 

【対前年度伸び率：旧古座町】

自
町税 △ 2 6% 

土
繰入金 △ 34 l % 

財
繰越金 4 1% 
使用料及び手数料 6 2% 

源
その他 437 7% 

依
地方交付税 △ l 6% 

存
町 1貢 △ 47 8% 

財
県支出金 △ 35 3% 
国庫支出金 △ 19 8% 

源
その他 7 3% 
合計 △ 2 3% 

ぃ
旧
串
春

ー
毎
度
深
算
報
告

旧
串
本
町
、
旧
己
座
町
の
平
成
16年
度
の
決
算
が

9

月
開
催
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議
会
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
今
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で
は
主

に

一
般
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計
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や
使
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ラ
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表
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ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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1 特別会計収支 I 

【旧串本町］

会言t名 収入 支出 収支差弓I 会言t名 収入 支出 収支差弓I

老人保健事業 21偲1,614 21億7,038
△5,424万円

住宅資金貸付
4,545万円 4,576万円 △ 31万円

会 計 万円 万円 事業会計

国民健喪保険 17偲5,963 19億704 △1偲4,741 串本財産区
863万円 30万円

事業会計 万円 万円 万円 会 計

介護保険事業 10i意844 9倭4,206
6,638万円

潮岬財産区
3,770万円 413万円

会 言t 万円 万円 会計

有田商易水道
4,38訪円 2,005万円 2,381万円

出雲財産区
4,245万円 103万円

会 計 会計

田並商易水道
1,73防 Pl 1,84訪円 △ 11訪 Pl

有田財 産区
2,753万円 130万円

会 計 ＝ヽ ＝引

田子商易水道
l,75紡円 1,50刀う円 249万円

田並財産区
303万円 30万円

会 言t 会計

和深商易水違
3,458万円

1億6,007 △1偲2,549 和深財産 度
682万円 33万円

会 計 万円 万円 会 計

下水道事業
5,361万円 3,33刀］円 2,024万円

会 言t

会計名 総収益 総費用 I 当年度純利益 I 翌年度繰越利益剰余金

串木病院事業会計 1 16億9606万円 1 15偲549万円 I li意905訪円

水道事業会計 4億1,259万円 4億48カラ円 T71万円

【旧古座町］

会計名 収入 支 出 収支差弓 I 会 計名

老人保健事業 7偲8,444
8憶14万円 "'-l,570万円

罹災住宅建築資

会 計 万円 金貸付事業会計

国民健康保険 6倦7,778 7倭2,253
△4,475万円

上野山地区汚水

事業会言t 万円 万円 処理事業会計

介誕保険事業 4i意7,685 4偲3,293
4,39初円

通所介誕事業

会 言t 万円 万円 会計

面易水道会言t 6,553万円 5,688万円 865万円
古座 財産 区

よユ入 吾pt 

住宅資金等貸 7憶9,343 7（意9,150
193万円

西向財産区

付事業会計 万円 万円 会計

罹災者更正資金
420万円

゜
420万円

田掠財産 区

貸付事業会計 会計

収入

455万円

2,041万円

5,421万円

573万円

2,264万円

756万円

△ 14偲3,433万円

810万円

支出

゜
449万円

4,797万円

318万円

1,533万円

681万円

/:`会:Ili;：［三Ili三シI:7三I翌年度二二□：

833万円

3,3町万円

4,142万円

2,623万円

273万円

649万円

収支差弓 I

455万円

1,592万円

624万円

255万円

731万円

75万円

※金額は了円単位を切り捨てています。 ※丑年度繰越利益剰余金の△は欠揖企の額です。

⑤‘ 広報くしもと 11

1 何のために、どのくらい使ったの？ I 

【旧串本町】 議会費

◆町民一人当たり内訳

議会費 5,936円
総務費 78,999円
民生費 93,611円
衛生費 79,912円
袋林水産業巽 16,896円

行I
乍

裳林水産染

民4費
14憶2,414h円(20.5%)

翫 1費
12億981h円(17.5%)

商工費 6,850円
士木費 40,184円
消防費 19,179円
敦育費 50,230円
災害復IEl費 913円
公債費 63,930円

合 計 456,640円

※平成17年3月末の住尺枯本台戟人「l
15,162人を使用 しています 9億6.846h円(14.0%) II億9.831h円(17.3%)

消

l 

傑林水産染

議会質

6,564ガ円(1.6%)
商 1．費

3iも2.710カ円(8.2%)

5億752ガ円(12.7%) 14億530h円(35.1%)

【旧古座町】

◆町民一人当たり内訳

議会費 11,317円
総務費 248.266円
民生費 57,999円
衛生費 123,072円
農林水産業費 45,268円
商工費 5,658円
士木費 50,926円
消防費 27,585円
教育黄 47,390円
災害復旧費 0円
公債費 89,828円

合 計 707,309円

※乎成17年3月＊の仕民基本台阪人n
5,664人を使用しています

I 借入金（町債）・積立金（基金）はいくらあるの？

町が行う様々な事策（漁湛や学校の建設など）のために長期に借り入れるのが町債です。半成16年度

には旧串本町でlli怠8,620万円、旧古座町で31怠3,540万円を新たに併り入れています。

また、 町が行っている積す（貯金）を基金と百います。半成16年度、 旧串本町では主に財政調挫基金の

取り 崩 しで 2i登9,388万円、退職手当準備某金の取り崩しで 1俯3,388万円が減少、1日古座町では主に財

政調整基金の桔み守てで1,990万円増加、地域つくり特別事策基金の廃止で2,935万円減少 しています。

旧串本町 691意3,938万円 旧古座町 46億2,449万円

広報くしもと 11 :A: 



第
2
回
定
例
会
に
は
、
報
告
案
件
l
件、

工
市
濡
色
契
約
案
什
3
什
、
人
事
案
件
1

什
、
条
例
案
件
7
什
、
補
~
f
算
案
件
8

什、

合
併
に
係
る
一

部
事
務
糾
合
等
の
規

約
の
変
更
3
件
、
決
箆
認
定
案
件
祁
件
、

そ
の
他
の
案
件
5
什
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
可
訊
承
認
さ
れ
た
案
件
の
土

な
も
の
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
c

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

消
防
防
災
設
備
備
吊
と
し
て
、
災
害
対

応
特
殊
救
怠
白
動
中
と
忘
度
救
命
処
置
用

資
機
材

一
式
を
取
得
し
ま
し
た
。

●
串
本
町
和
深
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

串
本
町
利
深
財
帝
区
怜
坪
委
貝
の
選
任

に
つ
い

て
は、

長
通
和
男
氏
が
平
成

16
年

12
月

2
1
H
に
死
亡
し
た
た
め
、
新
た
に

口
'9

女
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。

濱

11月
1
日
付
け
で
町
戦
貝
の
人
事
異
動

が
発
令
さ
れ
ま
し
た。
[

〕

は

前
職
、
前
所
屈

マ
助
役

（財
政
課
長
事
務
取
扱
を
解
く
）

神
出
一'-知卜へ〔
助
役
（
財
政
諜
長
事
務
取
扱
）
〕

マ
財
政
課

参
事
（
財
政
課
長
事
務
取
扱
）

田
中
正
人
〔
参
事

（総
合
窓
LJ
諜
長
事
務
取
扱
）〕

▼
水
産
課

課

長

沖

繁

，

予

〔水
逆
諜
艮
〕

主

幹

守

卜

積

治

〔経
済
観
光
諜‘
十
幹〕

麗

善

行

〔経
済
観
光
諜〕

河
合
拓
也

〔経
済
観
光
諜〕

て
観
光
課

課

長

T
瀬
侶
也

〔団
民
宿
含
文
配
人
〕

主

幹

片

山

潔

〔経
済
観
光
諜
‘
十
幹〕

町職員の

入事異動

●
辺
地
総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て

烹
防
災
対
策
課
谷

n
井
本
深
田

▼
建
設
課

課

長

占

川

徹

〔建
設
諜
‘
七
幹〕

▼
水
道
課
・
総
合
窓
口
課

参
事
（
水
道
課
長
事
務
取
扱
・
総
合
窓
口

課
長
事
務
取
扱
）

副
課
長

浮

〔税
務
諜
〕

倍

〔税
務
諜
〕

修

〔水
追
諜
〕

林
業
従
申
者
の
林
染
払
盤
整
価
の
允
実

を
図
る
と
共
に
地
域
住
民
の
生
活
道
路
と

し
て

の
改
良
を
行
う
た
め、

林
追
卜
野
山

佐
部
線
改
良
中
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

佐
部
地
区
に
お
け
る
辺
地
総
合
整
備
計
向

を
策
定
し
ま
し
た
。

●
串
本
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

こ
れ
ま
で
の
「
経
済
観
光
諌
」
を
分
割

し
、
「
観
光
課
」
「
水
産
課
」
「
商
ー
農
林
課
」

の
3
課
を
設
置
し
ま
す
。

●
串
本
町
非
常
勤
の
職
員
等
の
報
酬
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

祈
た
に
学
校
給
食
検
討
委
員
会
委
員
を

追
加
し
、
報
酬
の
額
に

つ
い
て

1
9
,

5

0
0
日

（年
額
）
と
定
め
ま
し
た
。

●
串
本
町
病
院
事
業
の
設
箆
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

国
保
古
座
川
病
院
の
病
床
数
を

76
床
か

ら
60
床
に
変
更
し
ま
し
た
。

●
串
本
町
出
張
所
設
匿
条
例
の
廃
止

田
原
区
民
会
館
に
連
絡
所
を
設
置
す
る

た
め
、
田
原
出
張
所
を
廃
止
し
ま
す
。

濱
地
弘
貴

〔
経
済
観
光
謀
叫
諜
に
]

南

和

丈

〔経
済
観
光
諜
〕

商
低
秀
幸

〔経
済
観
光
諜
〕

▼
商
工
農
林
課

課

長

谷

口

秀

行

〔経
済
観
光
諜
に
〕

副
課
長
小
山
芳
樹
〔
経
済
観
光
課
叫
諜
に
]

田
端
魯
芙
枝
〔
経
済
観
光
課〕

浅

利

淳

〔経
済
観
光
諜
〕

野
4
昌
彦

〔経
済
観
光
諜
〕

稲
田

一

〔笞
埋
諜
〕

▼
企
画
課
閻
村
恵
利

〔経
済
観
光
諜
〕

了
税
務
課

主

幹

山

卜

芳

伸

〔会
計
諜
‘
十
幹〕

主

幹

鈴

木

紳

一
郎
〔
塚
埃
術
11
課
舌
幹
〕

前

芝

茂

〔情
拉
政
後
諜
〕

▼
保
健
福
祉
課

副
課
長
津
田
二
也
十〔国
民
宿
含
副
文
配
人
〕

町
民
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ら
は
。
暦
の
上
で

は
既
に
秋
に
な
っ
て
い
る
の
に
な
か
な
か
涼

L
く
な
ら
ず
、
こ
の
ご
ろ
に
な
っ
て
突
然
木

格
的
な
秋
の
氣
配
ど
な
り
ま
し
た
C

今
ま
で

の
ど
こ
ろ
台
風
の
直
投
が
な
か
っ
た
の
を
喜

ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
政
治
理
念
ど
し
て
、
信
頼
、

実
行
、
希
望
、
知
性
を
掲
げ
ま
し
た
が
町
長

ど
し
て
の
私
の
責
任
は
何
よ
り
も
選
挙
戦
中

に
公
約
し
た
事
項
を
実
現
す
る
こ
ど
で
あ
る

ど
考
え
て
い
ま
す
C

そ
こ
で
、
こ
の

5
月
以
来
、
公
約
の
う
ら

既
に
実
現
し
た
も
の
は
次
の
ど
お
り
で
す
e

①
特
別
職
の
給
与

20％
カ
ッ
ト

※
た
だ
ー
、
町
長
、
助
役
は
約
束
通
リ
カ
ッ

ト
し
ま
し
た
が
、
教
育
長
に
つ
い
て
は
文
部

科
学
省
か
ら
招
聘
し
た
た
め
に
、

木
人
が
支

給
さ
れ
て
い
た
給
与
を
保
証
す
る
た
め
に

カ
ッ
ト
す
る
こ
ど
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
C

②
収
入
役
は
設
置
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し

た。 咀 窃症一

剛

〔税
務
課
‘
十
幹
〕

中
松
良
樹

〔参
事

（建
設
諜
に
事
務
取
扱
）〕

▼
水
道
課

副
課
長

芝

利＇子〔

頃
埠
凹
牛
謀
叫
諜
に
]

文
環
境
衛
生
課

主

幹

寒
川

串本町ては、 よ り内 門的てきめの細かい施策展開を拙進するため、平成17年11月1日より

現在の経済観光課を分割し、新し く 「観光課」「水産課」「商丁農林課」を設低します。い

ずれの課も、 役場本庁舎別館3|；皆に配骰されます。

⑦
②
の
実
現
に
よ
っ
て
だ
け
で
も
、
経

費
節
減
効
果
は
平
成
17
年
度
で
お
よ
そ
ー
，

2
0
0
万
円
ど
な
り
i
す
c

③
公
共
工
事
の
入
札
に
か
か
る
品
低
制
限

価
格
の
撤
廃

(
8月
よ
り
実
施
）

こ
の
結
果
、
予
定
価
格
の

50
％
前
後
ど

い
う
低
訊
て
落
札
l
て
い
る
よ
う
な
事
例

も
生
じ
て
い
ま
す
C

業
者
が
ど
ん
ど
ん
値

段
を
下
げ
て
く
る
の
は
歓
迎
す
べ
き
こ
ど

で
す
が
、
様
々
な
問
題
が
起
こ
る
可
能
性

も
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
ど
は
将
来
、

実
態
に
即
し
た
対
応
も
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
ど
思
っ
て
お

リ
ま
す
C

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

現
行
制

度
で
実
施
す
る
ど
い
う
考
え
は
変
わ
っ

て

お
り
ま
せ
ん
e

（
以
下
次
号
）

贈長縫想

松原 繁樹

九
十
川
憲
二

〔水
姐
諜
副
諜
長
〕

枠
谷
徳
彦
〔
経
済
観
光
諜
〕

▼
生
涯
学
習
課
山
崎
幸
三

〔総
令
窓
口
諜
〕

て
国
民
宿
舎
あ
ら
ふ
ね

支
配
人
束
迎
一
〔
税
務
諜
‘
十
幹
]

副
課
長

観光宣伝、誘客施策の企［曲立案及び枡進、観光

施設の整備・管理運‘常、観光宣伝、観光協会と

の協議哨整、祭 ・各秤イペン トの企画、観光振

しH↓調介、特1半品の宣伝 ・販売促進、公衆 トイレ

の管理、 白然公固の保泄 ・保全 なと`

一共林畜産物の地産地ii'iす作進、 共林枷共地域整備計画、共業委目会、森休組合、休業振旧↓ ・林I塩

物、緑化枡進、林消の整備・管理、畜痒J辰吠、
狩猟・鳥：：：犬抽獲及び剣蓑[,1u」、有害鳥：：：犬の駆除

及びすrfi批五'1UJ、莉工業の振共、 莉工業調令、特

，＃品・物1店品の版売促進施策、露天市場、ii'i貸

者保渡れ政、商工業団休との協議調整 なと

水痒葉に係る企陣l調整 ・叫介・情殺収集及び提供、
沿芹 ・遠if.|J、1水出漁業の振雌、水1¥,'JJU工業の枷判、

水痒合趾’資金、漁池整慌計画、漁湛整岡市業のT施、
漁池の管理運‘凶、漁湛区域IJ、]の海岸保全、漁場の造

成 ・保全など

財

政

課

企

画

課

水

産

課

= ===  

ノ
串本町役場本庁含別館3階配置図

？ク〉 広報くしもと 11 広報くしもと 11
\~ 
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マスコットキャラクター
「アクロ」「ポーラ」誕生！！

絵本作家の牛島浩芙さんによる、 サンゴをモチーフにした串本沿片海域の

マスコットキャラクタ ーがでぎました。ハート型の大きなサンゴが 「アクロ」

Y字型の小さなサンゴが「ポーラ」です。二人の名前はイ シサンゴ類の 「ミド

リイシ属」の学名 「アクロポーラ」 からとったもの。水質を浄化する生物

であるサンゴをハートのイメ ージでキャラクター化し、 二人が千を伸

ばし抱き合う様＋はその成長を表現しています。

この 「アクロ」と「ポーラ」、今後、串本のラムサール条

約登録海域を PRするチラシやパンフ レットなど

ヘ使用される予定です。

■ラムサール条約
翌鎌を考える

国

ラムサール条約湿地登録における日程表

墜
録
認
定
へ

串本沿岸海域

ラムサール条約湿地生録記念式典
▼日時

▼所

▼内容

平成1?年11月23日（祝）午前9時30分～
串本町文化センター 串本海中公園センター

〈記念式典〉 串本町文化センター

9: 30 式典
9: 50 認定証授与
10: 00 ラムサール条約締約国会議の報告
10: 40 基調講演 【環境省大臣已房審議官

黒田大口郎氏（予定）】

..• -a-., 
-J 

9,もir ・, —-'-•ペ-!_J,..,..::..:.._. ，呻プf→ ピ'---...： 
事・ ［ 古 — ― -_..,.- __':ii,~-. a ~••ぞ9

.~~~-?~ ~~ -・' 
(._~;羞••• → ;：！し

12: 00 記念式典終了

〈祝賀イベント〉 串本海中公園センター

13: 00 入固料の割弓I(30% OFF) シコノーゲ）ンク体離
ダイピンク体験 シーカャック体験

海の絵手紙体険飼育体険 （海ガメの赤ちゃんにタッチ ．I

マソンアート（粘土てつくる海の生き物たち） →限定30名
ニコツーソズム講演会［（柘モンベル社長 辰野勇氏）

ゲストによるトークショー＆ライフ（串本ダイピングパーク前テラス）
→ちんち心う

［辰野勇＆如風人 松上京子（エッセイスト） 牛島浩美（絵本作家）

堀口絃気（フロサーファー） 占見きゅう（水中写莫家） ］ 
※串本ダィヒンクパークてのトークショー＆ライフは海岸て拾つにごみが入場券と

なし）ます。入場される方は一握リてもいいので海岸のごみを拾つてきてください。

など）

16: 00 

現地時間 日本時間

ll月6日（日） 23:15 
派温団関西空港発
ドバイ経由、ウガンタへ

7日（月） 14・3□ 
ウガンダ、エンテペ篇

8 El（火） 18:00~21 ・oo 
オープニングセレモニー
（開会式）参加

9日（水） 会場内視察
ウガンダ政府主催のレセ
プション参加

lD日（木） 13:15-14:45 19:00~ 
登録認定証授与式 IBI長ほか関係者、町長室
ラムサール事務局長から にて待機
登録誇定匝を授与 2 0 • O O ~ 

ウガンタより登録認定の
連絡（予定）
庁舎からお祝いの垂れ震
町内放送（予定）

ll日（金） 15:55 ラムサール条約記念看板
エンテペ発 の設四（串本駅削なと）
ドバイ経由、関西空港へ

l2日（士） 16'40 
派追団関西空港雇

※日本とウガンタの時差は6時間です。

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

一

い
よ
い
よ
串
木
町
が
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
に
登
録
さ
れ
る

H
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
11
月
8
日
か
ら

ア
フ
リ
カ
の
ウ
ガ
ン
ダ
で
開
催
さ
れ
る
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締
約
国
会
議
に
お
い

て
串
木
沿
岸
海
域
に

つ

い
て

の
審
企
が
行
わ
れ
、

串
本
町
か
ら
は
派
遣
団
2
名
が
出
席
し
ま
す
。
予
定
で
は
、
日
木
時
問
の

II

月
1
0
H
夜
に
も
登
録
が
決
定
す
る
見
込
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。 ウガンダ共和国

⑨‘ 広報くしもと 11 広報くしもと 11
\~ 
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照明に照らし出され、幻想的な姿を見せる橋杭岩
中
学
校
歴
史
教
科
書

叩
治
2
3
年
に
人
島
沖
て
発
生
し
た
ト
ル
コ
軍
艦
エ
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
選
帷
事
故
と
当
時
の
島
民
に
よ
る
救
助

活
動
が
来
年
戻
か
ら
使
用
さ
れ
る
中
学
校
の
歴
史
教
科
害

に
掲
戟
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

掲
載
さ
れ
る
の
は、

扶
桑
社
の
「祈
し
い
歴
史
教
科
害
」

と
、
人
阪
害
藉
の

「中
学
社
会

・
歴
史
的
分
野
」
。
こ
れ

ま
で
阿
号
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
道
徳
の
副
説
木
な
ど
に
掲
載

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
教
科
害
に
掲
載
さ
れ
る

の
は
初
め
て
の
こ
と。

ど
ち
ら
の
教
科
害
も

T
成
18
年
度

か
ら
全
国
の
中
学
校
で
使
用
さ
れ
ま
す
。

橋
杭
岩
ラ
イ
ト
ア
ッ
フ

10
月
13
日
し
15
日
、
日
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
橋
杭
岩
の
ラ
イ
ト
ア
ソ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
昨
年
、
県
の
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の

一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
人
変
好
評
だ

っ
た
こ
と
か
ら
今
年
も

実
施
さ
れ
た
も
の
て
、
日
没
後
約
40
基
の
照
叩
が
点
灯
す
る

と
人
小
約
4
0
の
寄
岩
が
賠
閾
に
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

会
場
に
は
ア

マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
を
始
め
人
勢
の
見
物

客
が
訪
れ
、
賠
間
に
浮
か
ん
だ
奇
岩
の
幻
想
的
な
光
景
に
目

を
奪
わ
れ
て

い
ま
し
た。

エルトゥールル号還難事故が掲載された歴史教科書

串本町とトルコとの友好が全国の中学生に伝えられます

-ー--ー--—•- -ー--ー--ー--ー--ー-―ー・ーー・ーー・―ー・ーー・― - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
普
及
広
報

の
一
環
と
し
て
行

っ
て
い
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
串
巣
を

う
け
て
、
泊
防
庁
が
酋
察
庁
と
連
携
し
て
行
う

「地
域
安

心
安
全
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
整
備
市
業
」
に
よ
り
、
田
十
似
の

自
キ
防
災
会
に
脊
機
材
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

整
備
さ
れ
た
の
は
、
発
屯
機
や
泊
火
器
、
折
り
た
た
み

人
の
担
架
、
非
常
持
ち
出
し
袋
な
ど
防
災
活
動
を
行
う
の

に
必
安
な
賽
機
材
105
点
て
す
。

こ
の
市
呆
は
件
民
パ
ワ
ー
を
活
か
し
た
防
災

・
防
犯
活

動
等
に
幅
広
く
対
応
す
べ
く

、

安
心
•
安
全
活
動
を

実
施

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
支
援
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て

い
る
も
の

で
す
。

田

f
区
に
防
災
資
機
材
を
購
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

田子区に整備さ れた防災関係資機材の数々

光州広域市

朝鮮乎島の南西部に位直す

る1J、1陸都市く， 昔から 「光の

郷j で通じ、文化芸術の都

として南消文化を率いてき

たく） 現在は南地方の中心都

市として観光産業が発達し

てしヽる 、）

【人 I I]約 140万人

[l!L':i}数l約46万叫i;
【出積l501.38 m' 

獅子麺公演終了後、光州広域市の皆

さんへお礼の挨拶を行う松原町長

劉茶明・ 光州広域市東区長を表敬訪問

10
月
13
日
t
1
5
日
、
串
木
町
か
ら
松
原
町
に
を
団
に

と
す
る
訪
問
団
が
韓
囚
を
訪
れ
ま
し
た
。
訪
間
団
は
県

議
会
議
員
や
観
光
協
会
役
員
、
串
木
イ
ン
ハ
ウ
ン
ド
誘

致
協
議
会
、
商
丁
会
女
性
部
な
ど
12
名
て
栴
成
さ
れ、

釜
山
市
や
光
州
広
域
市
に
て
串
木
町
を
P
R
。
兄
州
広

域
市
で
は
束
区
の
イ
ヘ
ン
ト
「
忠
壮
路
祝
祭
」
に
参
加

し、

町
内
有
志
か
ら
な
る
メ
ン

バ
ー
が
串
本
地
区
秋
祭

り
の
獅
＋
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

14
日
、
光
州
広
域
市
束

IX
の
劉
似
長
を
よ
敬
訪
間
し

た
松
原
町
艮
は

「
こ
れ
ま
て
の
民
間
交
流
の
精
み
上
げ

を
人
切
に
し
つ
つ
、
今
後
は
行
政
間
の
交
流
に
つ
い
て

も
活
発
に
行

っ
て
い
き
た
い
。」
と
語
り
、
劉
似

K
は
「串

木
に
は
た
い
へ
ん
視
近
感
を
感
じ
て
い
る
。
」
と
し
て
、

今
年
度
中
に
も
同
区
職
員
の
傭
修
旅
行
や
忘
校
の
修
学

旅
行
が
串
本
町
を
訪
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
切
ら
か

に
し
ま
し
た。

串
木
を
訪
れ
る
外
口
人
観
光
客
の
数
は
近
年
急
増
し

て
お
り
、
昨
年
度
の
香
港
・
台
湾

・
欝
口
か
ら
の
観
兄

客
は
約
1
万
5
千
人
に
上
り
ま
し
た
。
光
州
広
域
市
と

串
木
町
の
交
流
は
中
成
15
年
度
よ
り
始
ま
り
、
同
市
の

芸
術
団
が
串
本
の
文
化
セ
ン
タ
ー
で
公
演
を
開
い
た
り
、

串
木
町
商
T
会
女
性
部
が
同
市
の

「キ
ム
チ
祭
り
」
に

参
加
し
た
り
と

い
っ
た
活
動
が
行
わ
れ
、
交
流
が
少
し

ず
つ
深
ま
っ
て
き
て
い
ま
す。

松
廉
町
長

韓
国
へ

韓
国
・
光
州
広
域
市
訪
問
団

⑭ 広報くしもと 11 広報くしもと 11 J n 



1 環境衛生課からのお知らせ I 

別院先生（左）を迎えての勉強会。 先生いわく
「子どもはミルクと言葉で育つ。たくさん言
葉をかけていく ことが大切なんです叫

＋
ど
も
の
活
字
離
れ
が
．
―
-
口
わ
れ
る
今
日

こ
の
ご
ろ
。
「＋
ど
も
た
ち
に
も

っ
と
本

を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
。」
と
町

内
で
絵
木
の
よ
み
き
か
せ
の
活
動
を
続
け

て
い

る
の
が
ぶ
っ
く
ら
ぶ
串
本
で
す。

も
と
も
と
は
学
校
の
先
生
の
勉
強
会
だ

っ
た
も
の
が
、
公
民
館
の
講
座
と
し
て
と

り
上
げ
ら
れ
、
こ
の
講
座
に
現
在
の

メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
平
成

12
年
4
月
に
サ
ー
ク

ル
化
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、

ぶ
っ
く
ら

ぶ
の
メ

ン
バ
ー
は
1
2

名。

定
期
的
に
日
木

＋
ど
も
の
本
研
究
会

和
歌
山
支
部
に
の
別

院
清
先
生
を
迎
え
勉

強
会
を
行
い
つ
つ
、

文
化
セ
ン
タ
ー
で
の

夏
・

冬
の
よ
み
き
か

せ
会
を
始
め
、

町
立

図
古
館
で
の
よ
み
き

か
せ
会
な
ど
定
期
的

な
活
動
を
行

っ
て
い

ま
す。＋
ど
も
た
ち
の
判
味
を
引
ぎ
付
け
る
た

め
に
は
ど
の
よ
う
な
読
み
方
を
す
れ
ば

い

い
の
か
。
メ
ン
ハ
ー
の
北
日さ
ん
は
声
質
や

ペ
ー
ジ
の
め
く
り
力
、

閤
の
と
り
方
な
ど

日
々
傭
究
を
重
ね
て
い
ま
す
。

「ぶ

っ
く
ら
ぶ
」
と
い
う
名
前
に
は
又

字
ど
お
り
「
本
を
好
き
に

な
っ
て

ほ
し

い。」

と
い
う
メ

ン
バ
ー
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て

い
ま
す
。
ゲ
ー

ム
等
の
普
及
に
よ

いきいき

活動紹介

町立図書館で定期的に行われているよみきかせ会

り、

十
ど
も
の
本
離
れ
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
咋
今
、
よ
み
き
か
せ
を
通
じ
て
少
し
で

も
＋
ど
も
た
ち
に
本
に
対
す
る
興
味
を

も

っ
て
も
ら
え
た
ら
と
脚
い
、
活
動
を
紐

け
て
い
ま
す
。

詠んでもらう楽しさって

どの子にもあると思うんです
----------------------------------------------------
門分門身、木が人好合なので木を選ぶところから疫

しくこの活勅を糸兌けています。百分が安しく読むこと

が一番だと思います。でも、こちらが錬習不足だった

りするとすぐにそれが伝わるのでしょ うね"声がうわ

ずってしま ったり して、子どもは止直だからすぐにが

さがさしてしまいます，，そんなとぎは「あー、やっば

りあかんかったかc,J と反省 （笑）。

本が人好きな子、字は苦手だが絵は好きという子、いろんな子どもがいます，，でも

読んでもらう安しさ ってきっ とどの子にもあると思、う ので、私たちの活勁が子どもた

ちにとって木に判味を持ち、図書餡に足を運ふきっかけになればうれしいですね，， ま

た、よみきかせ会を通じて地域のつながりができる ことも活動の一つのねらい"「絵

本のおばち ゃんのお話、次も楽しみにしてる よ，，」と再ってもらえる よう に、これか

らもがんばっていきたいと思います。

ぷっ くらぶ串本会長

小原真子さん

⑲ 広報くしもと 11

ぶ
っ
く
ら
ぷ
串
本

結
果
｛

今年の 3月から 5月まで旧串木lllJ内で

行われた生ゴミ処理バケツ利用モニ タリ

ング調査の結果がまとまりましたのでお

知らせします。
----------------------------------------

◆調杏対象 30世常 (IR串本町内、公

克により決定）

半成17年3月1日～

5月31日

牛ゴミ処理バケツを使JIJ

して、 ①水切り 星、＠）史

気、③意見 ・感想を記入

ごみ減塁グループ 「ひま

わりj
-----------------------------------

◆調杏期間

◆調杏内容

◆調杏協力

1.水切り量

lヶ月で‘|＇均 約37e (1世帯‘|'坊1.2 e) 
の生ごみの水分を減らすことができま

した。

［水きり量（月別）】

~ e 
合計

l l 2 e 

、1'均

37 e 

水切りパケツは、内側に骰置された網で水が切れる構造に
なっています

2.臭気

モニターの方が調査期間を通じてもっ

とも感した慇想を選び集計しました。

気になる

少し気になる

気にな らない

臭いがしない

その他

臭いがしない
(3%) 

1名

7名

18名

1名

3名

合計30名

気にならない(60%)

3.意見・感想

〇生こ‘みが軒 くなり、可燃こみを出す

羅が減った。

〇魚を入れた場合、臭いがきつい。

〇気温が高 くなると臭いが気になるし］

〇少人数の家庭ではバケツが人きい。

〇せっかく生ごみの水を切って もその

まま可燃ごみになるのではもったい

ない。その後の利用についても考え

てはしい。

〇畜産の飼利や堆肥への利用を考えて

はしい。

以上のよう な意見がありました。

環様衛生諜ではこれらの調査結呆を屈府

まえまして、これからもこみの減菰に取

り絹んでいぎ たいと考えております。

調査にご協力いただいた皆椋、ありが

とう ございま した。

広報くしもと 11 :i―か



串
本
町
で
は、

T
成

18
年
没
町
立
幼

稚
園
の
固
児
を
次
の
と
お
り
募
隻
し
ま

す。▼
対
象
者

平
成
12年
4
月
2
日
か
ら

T
成

15
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
満
3
歳
か

ら
満
5
歳
ま
で
の
幼
児
で
、
次
の
幼
稚

園
PJi存
地
に
居
住
す
る
者

・
串
本
幼
稚
園

・

潮
岬
幼
稚
園

・

出
竺
幼
稚
刷
•

西
rl
u
j
幼
稚
固

▼
申
込
書
受
付
期
問

11
月
1
日

（火
）
1
1
8
日

（金
）

▼
申
込
書
提
出
先

串
本
・
潮
岬
・
出
雪
•
西
向
の各
幼
稚

園、

役
場
窓
口
（
住
民
課
・
総
合
窓
口

課
）、

串
本
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課

（文
化
セ
ン
タ
ー
2
階
）

※
巾
込
書
は
前
記
の
各
横
関
に
用
意
し

⑮ 広報 く しもと 11

連絡先

串本町役場本庁舎 TEし62-0555

串本町役場古座分庁舎 TEL 72-0081 

串 木病院 TEL62-0635 

古 匝／II 病院 TEL72-0280 

学 校教育 課 TEL62-6066 

生涯学習課 TEL62-0006 

串本町立 図書 館 TEL62-4653 

保 健 セ ン ター TEL62-6206 

サンゴ の湯 TEL62-2001 

B&G海洋センター TEL 62-5540 

国民宿舎あらふね TEL74-0124 

町内放 送 案内 TEL62-3200 

串木町ホームページアトレス

http://www.t(Nln.kushimoto.wakayama.jp/ 

串木町メールアドレス 1代表）
kikaku @town.kushimoto.wakayama.jp 

一
松
＃

俊

昌

76 

潮

岬

※広蔀への掲戦を希翌されない）iは、)吋|'，の際に窓nにおlいし出 くだ各い。

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

◇
悼
多
厚
司
さ
ん

（串
本
）
か
ら
、
，
L
父

盃

利
）の
否
典
返
し
と
し
て
有
田
¥

人
ク
ラ
ブ
ヘ
。

お
知
ら
せ
＆
行
事て

お
り
ま
す
の
で
、
必
安
事
項
を
記
入

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

串
本
町
で
は

T
成

18
年
度
の
保
育
所

固
児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

竺
募
集
す
る
保
育
所

・
串
本
保
育
所

・
西
向
保
脊
所

・
上
野
山
保
育
所

了
募
集
期
問

11
月
1
日
（
火）

1
1
5
日

（火
）

▼
申
込
方
法

入
所
巾
讀
書
に
必
安
事
項
を
記
入
の
上、

役
場
保
健
福
祉
課
ま
た
は
各
保
育
所
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
人
所

巾
謂
書
は
保
健
輻
祉
課
ま
た
は
各
保
育

所
に
川
究
し
て
お
り
ま
す。

※
ご
不
叩
な
点
が
ご
さ
い
ま
し
た
ら
、

役
場
保
健
饂
祉
課
ま
た
は
各
保
育
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

圏

T
成

18
年
度
の

「串
本
町
指
定
コ
ミ

袋
の
製
造
・
配
送

・
保
管
」
に
関
し、

見
積
入
札
参
加
希
望
業
者
を
募
集
し
ま

す
。
入
札
を
希
望
さ
れ
る
h
は
11
月
15

日

（火
）
午
後
5
時
ま
で
に
役
場
古
座

分
庁
舎
の
環
接
衛
生
課
ま
で
お
巾
し
込

み
く
だ
さ
い
。

て
参
加
資
格

・
串
本
町
に
事
業
所
を
有
す
る
染
者

・
指
定
コ
ミ
袋
各
種
そ
れ
そ
れ
常
時
皿

ケ
ー
ス
程
没

(
1
ケ
ー
ス

1150
冊
）
を

倉
廊
等
で
保
管
で
き
、
指
定
販
売
店
か

ら
注
文
を
受
け
た
後
、
速
や
か
に
配
達

を
完

f
で
き
る
こ
と

マ
入
札
時
期

12
月
上
旬

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
埃
衛
生
課
(TEL

0
7
3
5
3
|
7
2
|
0
0
8
1
)
ま
で
。

田
辺
海
上
保
安
蔀
航
行
援
助
セ

ン

タ
ー
串
本
地
区
事
務
所
で
は、

11
月
1

日
の
灯
台
記
念
日
に
潮
岬
灯
台
一
般
公

開
を
実
施
し
ま
す
。

て
日
時

11
月
1
日
（火
）

午
削
9
時
1
午
後
4
時

※
田
辺
海
上
保
安
部
所
属
、
祈
鋭
巡
視

船

「
こ
う
ゃ
」
、
潮
岬
灯
台
の

カ
ラ
ー

版
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
セ
ッ
ト
を
（
先

着
1
0
0
名
様
）
プ
レ
ゼ
ン
ト

※
荒
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

て
連
絡
先

田
辺
海
上
保
安
部
航
行
援
助
セ
ン
タ
ー

串
本
地
区
事
務
所

T

0
7
3
53
|
6
2
|
0
53
2
2
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田田木村

稔隆坪知

＋史 恵之

山 和串
浜姫
町深本

ご
寄
付
あ
り
が
と
うご
ざ
い
ま
す

i

い
つ
ま
で
も

孔
p

ぉ
幸
せ
に
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松

原

幾

久

恵
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ト
リ
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谷
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美
知
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須
賀

美
千
代

買
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光

＋

鴫

恒

文

牛
口

嘉

代

尾
崎

は

ゆ

の

岡
村

一一
五

郎

川
端

曲1

一郎

川

本

油

一
郎

橋
爪

貞

十

古
田

又
之
助

鎌
田

繁

喜

柿
本

勝
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田
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「
あ
な
た
て
す

火
の
あ
る
く
ら
し
の

(" -------------------------------------------------------------・: 
◎町予ち 使く

◇ ◇ 住 か 1i方実 火う な 仝
.．．.  4. ．． 3 宅 ら 連 践災 機 つ円
高 (t寝 早つ ガ ス哀 つ 火 勁すを会 てで
齢 屯兵 期の ス トt、0)火 災 がる な がいは
ど用や発対 コ 1 ば 沼 災 を 実こ く多 ま 紆
や消‘ 兄 策 ン プこ •I笛 な施 と す く す年
身 火人 の 口 のは い く さか たな ゜約
休 器 類た の 周絶
のなかめ そ り 9•J

の し れ大 めり、豆 6

イヽ どら ‘ ばに 1こ ち
ま ま巾ーに 1: h 

自 消の 1ヤ を 燃し を ょ
し すで は・}く秋 件

由 火 出屯 離 えな 一 ゜す ‘災 かの
寸 うみ 0 (t のら火

な 用火 用 れ やい る ゜
人 兵を 、）く る す

な ll民 怪 冬 災

を を Ii方 災
さ月 0) - に が

と い
守設ぐを き 物

7 ん 9)JtJヵ、 発

る 筐た村と は は つ も Fl― や け生

た すめ 器 ‘置 の
こか人す てし

め る ‘ナ 、必 か ポ
0）らひいは ‘

ど

‘ |I方設 ず な
機 l5と 季空お

隣 炎 置 火 い
イ 公 Fl り針I気 よ

近製す を ン にまが；、ど＿そ
所 品 る 消

ト 次で火立 2

の をす
のの 災っ 媒 T

協使
:--: 7 予 て し 人

力 用 (1 と Fl防 し‘
ま
‘の

休す
を 間 の 賊）j

：る 9足：：・［す：さ：
｀ 

ヽ--------------------------------------------------------------. 

見
は
り
役
」

よろこび

かなしみ

(9 JJ、21寸分、 ij欠村、囲各）

隻

お
誕
生
お
戸
心
[
す

◇
束
山
和
人
さ
ん
（和
深
）
か
ら
、
義
は

（小
野
セ
ゑ
み
）の
否
典
返
し
と
し
て

和
深
束
地
区
へ
。

0
奥
村
文
彦
さ
ん

(-m]）
か
ら
、
亡
父

(〈山
一
．）の
供
Y

食
と
し
て
一

m]名人
ク

ラ
プ
ヘ

。

◇
山
本
語
敬
さ
ん
（
串
本
）
か
ら
、
'L
父

（巌
）の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
福
祉

協
議
会

へ
。

◇
松
野
壽
幸
さ
ん
（西
回
）
か
ら
、
，
L
は

（か
そ
ゑ
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会

幅
祉
協
議
会

へ
。

◇
J
B
T
K
実
行
脅
只
会
か
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会

へ
。

◇
関
戸
洋
海
さ
ん
（
中
涜
）
か
ら
、

'L
丈

（
辿
典
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
饂

祉
協
議
会

へ
。
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今までの接種状況 第 1期での MRワクチン接種 第2期での MRワクチン接種

麻しんワクチンのみ接種済み 接種でぎません 接種でぎません

風しんワクチンのみ接種済み 接種でぎません 接種でぎません

麻しんワクチン及び風しんワ
接種の必妾はありません 接種の必要はありません

クチンの両方を接種済み

麻しんワクチン及び風 しんワ 牛後12ヶ月 ー24ヶ月未満の
5歳以上 7歳未満の力で小学

クチンともに未接種 力はMRワクチンを接種
校入学前年度に接種

（保育園・幼稚園の年長紐）

今までの接種状況と今後のMRワクチン接種に関する対応表

7
3
5
|
6
2
|
6
2
0
6
)
ま
で

相
談
下
さ
い
。

瞳

平
成
1
8
年
4
月
1
日
よ
り
麻
し
ん
と

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
が
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。

今
ま
で
別
々

に
行

っ
て
い
た
「
麻
し

ん」

「風
し
ん
」
の
ワ
ク

チ
ン
が
、

M

R
ワ
ク
チ
ン
（
麻
し
ん
の
M
と
風
し
ん

の
R
)
に
な
り
、
1
回
の
注
射
で
麻
し

ん
と
風
し
ん
両

h
の
f
防
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

接
種
回
数
が
2
回
に
増
え
、
第
1
期

(
1
歳
）
と
第
2
期
（
幼
稚
園
・
保
育

園
の
年
に
組
）
に
按
種
し
ま
す
。
2
回

接
種
す
る
事
で
、
よ
り
強
い
f
防
幼
呆

が
得
ら
れ
ま
す
。

了
平
成
1
8
年
4
月
以
降
の
対
象
者

【第
1
期】

生
後
12
ヶ
月
か
ら
24
ヶ
月

木
満
に
接
種

(1
歳
の
誕
生
日
か
ら
2

歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

【第
2
期】

53
歳
以
上
7
歳
木
満
の
者

で
小
学
校
入
学
の
削
年
度
に
按
種

（幼

稚
園

・
保
育
園
の
年
艮
組
）

▼
ま
だ
麻
し
ん
・
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を

受
け
て
い
な
い
方
へ

①

7
歳
6
ヶ
月
未
満
の
お
子
さ
ん
で
、

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
は
受
け
た
が
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
が
未
接
種
の
方

今
回
の
法
改
正
で
、

T
成
18
年
4
月

1
日
以
降
は

M
R
ワ
ク
チ
ン
で
し
か
桜

種
出
束
ま
せ
ん
の
で
束
年
殷
の
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
中
成

18
年
3
月
31
日
ま
で
に
風
し
ん
ワ
ク
チ

ン
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い。

②
7
歳
6
ヶ
月
未
満
の
お
子
さ
ん
で
、

＇ 

串
本
町
の
海
岸
地
域
の
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
迂
録
を
記
念
し
、
町
内
の
小
中
学

校
か
ら
海
や
水
辺
の
風
景
や
生
物
、
そ

こ
に
働
く
人
々
な
ど
を
題
材
に
し
た
作

晶
を
募
免
し
て
展
覧
会
を
開
価
し
ま
す
。

了
展
示
場
所
・
期
問

0
串
本
町
文
化
セ

ン
タ
ー

1
階
・

2
階
ロ
ビ
ー

11
月
19
日
（土）

1
1
1
月
23
日
（水
）

0
役
場
古
座
分
庁
舎

1
階
ロ
ビ
ー

11
月
30
日
（水）

1
12
月
4
日
（日
）

▼
対
象
作
品

絵
画
及
び
造
形
物

※
串
本
町
の
海
の
風景
・
船
•
海
で
働

く
人
々
•
海
の
生
物

※
水
辺
の
風
棗

•

水
辺
の
生
物

（ザ
リ

ガ
ニ
）
な
ど

※
お
間
い
合
わ
せ
は
学
校
教
育
課

((

0
7
3
5
|
6
2
|
6
0
6
6
)
ま
で
。

講祖の名称 El 時 場 所 受講料等 受付開始予定巳

コンクリート追の 12月6巳（火）～ 和歌山県勤労福祉会館 ¥ 10,100 11月7日（月）～
了作物の解体等 12月7日（水） （フラザホーフ）

地山 の 掘 肖1J
1月16EI（月）～
1月17日（火） 和歌山県勤労福祉会館

（プラザホーフ）
¥ 18,500 12月12日（月）～

±止 め支保エ 1月24巳（火）

建築 物 等の 2月14日（火）～ 和歌山県勤労福祉会館
¥ 9,800 1月16日（月）～

鉄骨組 ワ て等 2月15日（水） （プラザホープ）

足場の組立て等
3月7巳（火）～ 和歌山県勤労福祉会館

¥ 9,600 2月6日（月）～
3月8日（水） （プラザホープ）

(i主） 1.講義時間はいずれも！＼M 9 : 00-PM 5 : 00 
（講義1J、]容によ り、変更がありますJ

2.講習会の受1寸は、講習会開催の約 1ヶ月前からです、9
3,受講料は当方に御括参いただくか、又は現合書留でお罰い します。

4.受講料等には、テキス ト代が含まれています，＇

5,定目になり次第、締め切ります。

建設業労働災害防止協会 和歌111料文部
Tc1 073-436-1 327 Fax 073-426-3987 

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
は
受
け
た
が
麻
し
ん

ワ
ク
チ
ン
が
未
接
種
の
方

①
と
同
じ
く
、
中
成
1
8
年
3
月
31
日

ま
で
に
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
お

く
必
安
が
あ
り
ま
す
。

③
7
歳
6
ヶ
月
未
満
の
お
子
さ
ん
で
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
体
を
動

か
す
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
。
こ

の

休
操
は
、
余
分
な
力
を
抜
い
て
呼
吸
と

麻
し
ん
・
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
両
方
が
未

接
種
の
方

中
成
18年
3
月
31
日
ま
で
に
桜
種
が

必
安
な
力
に
は
個
別
通
知
を
し
ま
す
。

接
種

h
法
及
び
日
程
等
に
つ
い
て
は
串

本
町
地
域
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

(6
0

共
に
休
令
休
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
動
か
す

こ
と
で
、
休
の
自
然
治
疱
力
を
強
化
し
、

筋
肉
の
こ
り
を
ほ
ぐ
し
血
液
の
妬
環
を

よ
く
し
ま
す
。

て
日
時

..コ` 軍=̀・ -・ =｀軍＝ヽ•コ｀軍＝｀· -重＝` 軍＝コ・=` 軍＝・` -重＝` 軍-・ =｀ 軍 =`•コ｀軍＝｀軍ー· =｀軍＝ヽ•コ｀軍 ＝｀ · -重＝` 軍＝コ・コ` 軍＝・` -重＝・

； 町営住宅入居者募集のお知らせ ： 
： 「―-土 ヽ・ヘ→一---…～一口—1 ; 
： ◇募集団地◇

， 図地名 所 在 地 住宅の間取り 募集戸数 月額家賃 ； 
居問 6.06.0 

： 大浦住宅串本町西向14911 
6.0 4.5 

公営住宇法により計筒 ： 

台所 7.0
2戸 した金額

風呂 ・トイレ
(14,600円～33,600円） ： 

： ※入居の際には月額家賃3ヶ月分の敷金が必要です。

： ◇ 申込み等の日程◇

； 申込み用紙の配布 ・受付
： ［期閻 ］ 平成1,7年ll月1日（火）～平成17年ll月15日（火） ： 
: ※1_Elし、士日、祝・祭日は除きます。

; [時間］ 午前8時30分～午後5時15分

＇ ［賜所］ 串本町役堀古座分庁舎酋理課

， ※申込み用紙については、 本庁 住民課でも配布します。

： ◇ 申込み資格◇

; (l) $本町内に住所又は勤務先を有する者

; (2)現に住宅に困窮していることが朗らかな者

; (3)同居しようとする親族があり、本人を含めて2人以上の世帯であること ： 
; (4)町税等の滞納が無いこと

' (5)本人及び同届人の収入を加舜して、 年閻所得金額が政令の規定以内であること ' 

： ※その他の卓項については法令を遵守します。
！ ◇ 申込みに必要な書類◇

： ① 町営住宅入居申込書 の収入証明告 ③納税証明告 ④住民票 ： 
； ＠ 婚姻証明吾（※該当者のみ）

： ※その他詳細については、 役堀管理課住宅係 (lRO7 3 5 -7 2 -0 0 8 l)まで ： 
： お問い合わ已ください。

・＝コ`＝コ =̀-=コ ＝`コ ーヽコ`＝コ =̀-＝コ ＝̀-＝コ ＝`コ =̀-＝コ ＝̀-=コ ＝`コ9＝コ ＝`コ ＝`ー＝コ ＝`コ ーヽコ`＝コ =̀-=コ =̀-＝コ ＝`コ =̀-＝」

⑰ 広報 くしもと 11 広報くしもと 11 :i否



h]国国園口口口
日I曜1 行事内容（時間） 均 所 I主管課等

io|水

1 I火I健康相談 I保健福祉課
1巳(9:00-11:00)出 雲公民館
9日(9:30-10:30)田原山村交流センター
10巳C9:00-11:00) I= 色集会 所
11日(9:00-11:QO)有田 公 民館
14巳(13:00-15:00)保健センター
15日(9:30-11:oo)江 田 区民会館
22巳（9:30-11:oo)田 子区民会館
24巴(9:30-11:oo)安指区 民 会館
30日(9:30-10:30)津荷老人憩いの家

冗―|―日1祠韮韮 疇証―|うラテン克叫芦声―
(9:00～ ）多目的グラウンド

8 1火I親子教室 〈ひよご広場〉 I保健 センタード呆ー研砿祉][
6ヶ月～ 1歳児
(10:00-17:30) 

9 |水 |E方火パレー ド I町 内全 域ド『面5面i
(9:00～ 

f--1----l―----------こl―-------f------

口＿木『三＿血三竺長竺＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿ 
10木 第15回 1サンナンタンランド「肖 防署
火災予防ゲートポール大会 ゲートボール場

(8:30~ ) 

串木町役場 I保健福祉課
己座分庁舎

乎
成
17年
丁
業
統
計
調
査
を
1
2
月
3
1

日
現
在
で
行
い
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
本
年

1
2
月
か
ら
来
年
1
月
に
か
け
て
調
究
日
（

が
お
伺
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
杏
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
統
計
法
に
茎
つ

き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確

な
御
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

経
済
庫
業
省
和
歌
山
県

串
本
町

児
空
予
当
と
は
、
児
立
を
持
つ
家
庭

の
生
活
安
定
と
、

次
代
を
担
う
児
屯
の

健
仝
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
を
H
的

と
し
て
、
児
立
を
成
脊
し
て
い
る
人
に

対
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の

で
す
。

▼
支
給
の
対
象

現
存
は
小
学
校
3
年
生
終
［
ま
で
受

給
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

前
年
の
所
得

11月
18
日
（金）

・
1
1
月
29
日
（火）

午
後
1
時
1

3
時

▼
対
象

串
本
町
民
（

一
般
成
人
）

了
募
集
人
員

40名
て
場
所

串
本
町
地
域
保
健
輻
祉
セ
ン
タ
ー

ァ
講
師

生
命
の
財
苓
休
操
醤
及
会

泉
南
支

部

艮

林

郁

＋

※
休
操
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
下
さ

‘
 

し▼
申
し
込
み

1
1
月
1
1
日
（
金
）
ま
で
に

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
串
本
町
地
域
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
T
E
L
o
7
3
53
|
6

2
|
6
2
0
6
)
へ
。

／ ヽ

ト．＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿ 
10にl人権行政相談 1有田公民館「三 民課

(1 3:30~ 15:30) 

11 I金 1行政相談
c1 3:oo~ 15:00) 

古座福祉センターI住 民課

冒!l~:祠亨三戸汀―；庄［戸1 • 洋上追悼式典 樫 野慰宝碑 前 企画課
12土 ・陸上追悼式典 串本町文化センタ―

・文化交流プログラム

今
月
の
納
税

ァ

税

目

0
国
民
健
康
保
除
税
（
第
8
斯
）

0
介
渡
保
除
料
（
第
8
斯
）

マ
納
期
限

n月
30
日

（水）

※
納
税
に
関
す
る
お
閲
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
課
ヘ

14 I月1牲居老人世帯防火診断 I串 木地 区ド『面『―盲
(9:00~ ） 

16水一般献血 矢 怠雹兵衛様保健福祉課

員玩涵―(~見竺ゴ翌こ見］こ＿巴 ＿巴 ＿＿＿＿＿
(13:00-15:00) 

暉 山村交流センター［王 民課

今月の健康診断

■基本健診
姫老人憩いの家 目津大浦集会所

大島開発総合センター 須江漁協

今年の火災・救急件数
-10月1日現在一

火災件数 救急件数

建物 3件交通ワ4件

林野 0件急病 532件

その他 2件 その他 284件

合 計 5件合計 890件

火災のない住みよい豊かな町づ くり
＼ ノ

9,、99 99ヽ99 9 9 9ヽ・ 9 9 ,．： ~ • , 9 ヽ＇ ヽ • ,,、9 9 9 9,、99 9 9,、99 9 9,、99 9 9,、99 9 9,、99 9 ,，、99 9 99ヽ・ 9 9 ,. : ~ • , ' ‘9 9 ~ ’’‘9 9、,'‘99 9 9,、99 9 9,、99 9 9,、99 9 9,、99 9 ,'‘9 9 9 9'‘・ 9 9 9 9 ~ • ~ • , ＇‘會~ ~ 9,、9,.，,、99 9 9,、99 9 9,、99 9 9,、99 9 9,、99 9 9,、99 9 99ヽ99 9 9 9 ~ ・,. , 9 : ~ • , ' ‘9 ,. ,' ‘9 9 9 9,、99 9 9 9 9 

霧1

が
一
定
柄
以
上
の
場
合
は
、
PJi得
制
限

に
よ
り
児
巫
千
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん。

▼
支
給
金
額

月
額
で
次
の
と
お
り
で
す
。

第

一

十

五

千
円

第
一
子

上
千
日

第
＝
＋
以
降
一

万
日

ご
請
求
及
び
届
出
先

児
巫
千
当
の
請
求
や
届
出
は
役
場
保

健
幅
祉
課
ま
で
お
脚
い
し
ま
す
。
な
お
、

公
務

H
に
つ
い
て
は
所
届
す
る
官
庁
で

品
求
（
席
出
）
し
て
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
役
場
保
健
福
祉
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

_ ＿＿ ＿ ＿ ＿ ＿＿ _ ＿＿ ＿「―------「――---
181金I親子教室〈ちひっこ広場〉 保健 センター保健福祉課

2~3歳児
(10:00~11:30) 

20 I日I第2回写本農林水産まつり 1串木漁協 rJ<産課
(9:30~ 15:30) 冷蔵庫横広場 商工農林課

※健康診断についてのお問い合わせ・申し込み等

は、保健センター（n0735-62-6206) 

までこ連絡ください。
※雨天の場合、ll月13日（日）に延期します。

23 I吋ラムサール条約登録
・記念式典

・盗録記念イベン ト

215 「| ̀t―民；t；ー展＿＿ ＿ ＿ ＿ I--------t------
27 日 (9:00~16:30)

串本町文化センターI観 光課
串本海 中公園

場

主
所

催
串本町・串本町教育委員会

勤労者体育センターI生涯学召課
ほか

26 I土 1人権講演会
「いま守らなI井lばならないもの」
講師山本浩之さん
（関西テレピアナウンサー）
(19:30-21 :OD) 

f--1----l―_＿＿＿_＿＿__＿＿,_＿＿＿＿＿__ト------

串本町文化センターI住 民課

26上本州最南端串本
1 | 1 グラウントゴルフ
27 日 交歓大会

27 I BIふるさとフェア
(9:00~ ） 

サンナンタンランドI生涯学習課

串木町役場 I企画課
己座分庁含

光
州
広
域
市
訪
間
団
に
同
行
し
、
韓
国
へ

行
っ

て
き
ま
し
た
。
気
が
つ
い
た
の
が
、
街

行
く
人
た
ち
の
ボ
デ
ィ
タ
ソ
チ
の
多
さ
。
女

の
十
阿
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
男
団
ー
や
年
配
の

ご
丈
綿
な
ど
も
千
を
つ
な
い
で
歩
い
て
い
る

の
で
す
。
ご
く
白
然
な
視
密
さ
の
表
現
な
の

で
し
ょ
う
が
、
日
本
人
に
は
少
し
迎
和
感
が

n

3

:..
。
あ
と
、
市
場
で
次
々
に

―――-Cl
私
の
手
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
く
る

集
後
門

I
v
汀
〗
〗〗→

編

と
ま
い
り
ま
し
た
。

(N
)

日 時 平成17年ll月6日（日）

サン・ナンタンランド

午前9時～

多目的グラウンド

⑲ 広報くしもと 11 広報くしもと 11 :i―§ 



1890年 9月16日、当時のオスマン帝国から最初の親善使節座乗艦として日本に派遣された

ェルトゥールル号が、樫野崎沖で遭難してから、本年は 115年日の節日の年にあたります。

遭難者を追悼し、これからも続く友好を願って、来る11月11日に追悼式典、 12日に文化交流

事業を実施します。皆様のご来場をお待ちしております。

平
成

17
年
11
月
1
日
発
行

〒

6
4
9
,
3
5
9
2

和
歌
山
県
東
牟
雲
郡
串
本
町
串
本
1
8
0
0

とき

場所

T
E
I
(
0
7
3
5
}
6
2
ー
0
5
5
5

編
集
•
発
行
／
串
本
町
役
場
企
画
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
w
n
•
k
u
s
h
1

moto. w
a
k
a
y
a
m
a
.
j
 p/ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

k
i
k
a
k
u
@
t
o
w
n
.
k
u
s
h
i
m
o
t
o
.
w
a
k
a
y
a
m
a
.
j
p

11月12日（土）
串本町文化センター

■日卜友好115周年記念音楽祭（大ホール）
13 : 30開演

第 1部 (13: 40~ 15 : 00) 

美しきトルコ民謡の世界

【出演者】

藤井良行

（サズ奏者）

立岩潤三

（パーカッション奏者）

串本町トルコ民族舞踊団、 コーロびおれった

『サズ』とはトルコを代表する弦楽器。パーカッションは

巾東で広く使われる片面太鼓『ダルブッカ』。伝統音楽にと

どまらず多方面で活躍するふたりの演奏に、民族舞踊とコー

ラスが加わり、美しいトルコの音楽を奏でます。

第2部 (15: 20-16 : 20) 

海上自衛隊呉音楽隊コンサート

■トルコ写真展 (2階展示ホール）
09 : 00 -17 : 00 

22年ぶりの再会を果たした、一人の日本人と一人のトル

コ人の物語。彼らが最初に出会った頃のトルコの景色・

人々の生活風景をお楽しみ下さい。（写真家：平早勉）

■トルコ写真展 (1階ホール）
09 : 00 ~ 17 : 00 

カッパドキア、イスタンブールの街並み、美しい民族衣

装・・・。 トルコヘの小旅行、そんな気分を味わっていただ

けるかもしれません。（写真家：桑原靖）

■エブル展 (2階展示ホール）
09 : 00 ~ 16 : 00 

エブルとは、水面に描いた模様を紙や布を浮かべて染め

取る装飾芸術で、日本や中国の墨流しにあたる伝統工芸

です。ルーツは占く、オスマントルコ時代にさかのぼり

ます。エブル作家エキレキリ氏の斬新な手法でつくり出

された芸術をご覧下さい。


